
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

人類家族の進化的背景を学ぶ。

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

「家族とは何か」議論を通して考察を共有できる①

各コマに
おける

授業予定
現代家族の特徴について学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

「家族とは何か」議論を通して考察を共有できる②

各コマに
おける

授業予定
現代家族の特徴について学ぶ。

武藏　秀太
実務経験と

その関連資格

科  目  名

医療心理科

心理特論Ⅴ

科　目　区　分

PC、プロジェクター、配布資料、映像資料

家族心理学、中でもシステム論の視点や技法を学ぶ。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

5校舎7階木曜1限3年 教室名

システム論的視点や技法は、様々な対人援助の場面で活きてくるので興味をもって取り組みましょう

担 当 教 員

使用教材

PC
プロジェクター
配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

第
5
回

第
2
回

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

第
3
回

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

内　　　容

「家族とは何か」進化的背景を踏まえて説明できる。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

家族の発達と課題を理解し説明できる。

2024

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

各自事例を収集し、その内容を発表することもあるので授業までに準備しておくこと。

定期試験の点数70％
出席点20％
提出物・受講態度10％

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

親離れや子離れなど、家族がそれぞれのライフステージにおい
て向き合うべき課題や危機について学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

システム論的視点に立った家族理解や支援について説明でき
る①

各コマに
おける

授業予定

IPや円環的因果律、情緒的遮断など家族療法のキー概念を学
ぶ。



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

まとめと振り返り

各コマに
おける

授業予定

今までの講義を振り返り、家族心理学についての知識や技法
を再度理解する

各コマに
おける

授業予定

戦略派、多世代派、ナラティブアプローチなど様々な家族療法
の概要を学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例検討①

各コマに
おける

授業予定

不登校やいじめについて、各自事例を収集した上でシステム
論的視点での介入法を検討する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例検討②

各コマに
おける

授業予定

摂食障害やアルコール依存について、各自事例を収集した上
でシステム論的視点での介入法を検討する。

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

システム論的視点に立った家族理解や支援について説明でき
る②

各コマに
おける

授業予定
構造派家族療法の概要について学ぶ。

第
15
回

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

システム論的視点に立った家族理解や支援について説明でき
る③

各コマに
おける

授業予定

PC
プロジェクター
配布資料

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る境界や連合といった構造派家族療法のキー概念を基に事例

検討を行い、家族構造のアセスメントを学ぶ。

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

第
8
回

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

第
9
回

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

システム論的視点に立った家族理解や支援について説明でき
る④

各コマに
おける

授業予定
コミュニケーションアプローチの概要を学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

システム論的視点に立った家族理解や支援について説明でき
る⑤

各コマに
おける

授業予定
解決志向アプローチの概要を学ぶ。

第
10
回

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

第
11
回

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

システム論的視点に立った家族理解や支援について説明でき
る⑥

各コマに
おける

授業予定

事例を通じて、コーピングクエスチョン、ミラクルクエスチョンなど
の解決志向アプローチの諸技法を学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

システム論的視点に立った家族理解や支援について説明でき
る⑦

各コマに
おける

授業予定

事例を通して、コーピングクエスチョン、ミラクルクエスチョンなど
の解決志向アプローチの諸技法を学ぶ。

第
14
回

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

第
12
回

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

第
13
回

PC
プロジェクター
配布資料

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

様々な家族療法の概要について説明できる。


